
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。区

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
壮

健
に
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
感
染
症
規
制

が
緩
和
さ
れ
行
動
制
限
が
な
く
な
り
、
一
昨

年
ま
で
縮
小
や
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
事

業
を
4
年
ぶ
り
に
行
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
行
政
区
の
区
長
は
じ
め

区
民
の
皆
様
、
そ
し
て
実
行
委
員
の
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
野
木
沢
地
区
自
治
協
議
会
の
理
念

で
あ
る
「
皆
の
英
知
で
、
住
み
良
い
豊
か
な
、

魅
力
あ
る
地
域
を
創
ろ
う
」
を
も
う
一
度
原

点
に
返
り
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

近
内
光
慶

野
木
沢
地
区
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
、

地
区
子
供
育
成
会
で
は
、
野
木
沢
小
学
校
及
び
自

治
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
得
て
、
書
初
め
展
を
開
催

し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

書
き
初
め
展

令
和
6
年
1
月
14
日(

日)

～
１
月
21(

日)

於
：
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

展
示

午
前
8
：
30
～
午
後
5
：
00

1
年
生
・
2
年
生
は
硬
筆

3
年
生
～
6
年
生
は
毛
筆

一
日
（
月
）
セ
ン
タ
ー
休
館

元
日

二
日
（
火
）
セ
ン
タ
ー
休
館

三
日
（
水
）
セ
ン
タ
ー
休
館

新
年
祭
（
3
区
）

五
日
（
金
）
書
き
初
め
大
会

七
日
（
日
）
消
防
出
初
め
式

八
日
（
月
）
成
人
の
日

九
日
（
火
）
野
小
第
3
学
期
始
業
式

十
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
イ
の
ぎ
さ
わ
の
会

十
二
日
（
金
）
野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
中
学
年
）

十
三
日
（
土
）
中
野
公
民
館
新
春
区
民
の
集
い

十
四
日
（
日
）
中
野
、
塩
沢
育
成
会
ど
ん
と
焼

き書
き
初
め
展
1
/
14
～
1
/
21

十
九
日
（
金
）
野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
高
学
年
）

二
十
六
日
（
金
）
野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
低
学
年
）

三
十
一
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議

（
2
班
）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

書

き

初

め

展

開

催



A

E

D

取

扱

方

法

習

得

11
月
26
日
（
日
）
石
川
消
防
署
に
お
い
て
中
野
、

曲
木
、
塩
沢
地
区
自
主
防
災
会
で
は
、
地
区
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
防
災
訓
練
等
の
自
主

防
災
活
動
と
し
て
、
地
区
住
民
間
で
の
連
携
を
図
り

地
区
合
同
の
一
般
救
急
法
講
習
会

A
E
D
取
扱
方

法
習
得
を
行
政
区
役
員
、
地
区
保
健
協
力
員
、
野
木

沢
分
団
及
び
各
部
正
副
部
長
23
名
が
参
加
し
実
施
し

ま
し
た
。

心
停
止
の
可
能
性
の
あ
る
傷
病
者
を
発
見
し
た
ら
、

①
肩
を
軽
く
た
た
き
な
が
ら｢

大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
大
声
で
呼
び
か
け
て
も
意
識
が
な
け
れ
ば
応
援
を

呼
び
、
あ
な
た
119
番
と
あ
な
た
A
E
D
の
手
配
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
胸
と
腹
部
の
動
き
を
素
早
く
（
10
秒
以
内
で
）
見

ま
す
。

普
段
ど
お
り
の
呼
吸
で
な
け
れ
ば
“
呼
吸
な
し
”
と

判
断
し
ま
す
。

③
ひ
じ
を
伸
ば
し
、
垂
直
に
体
重
を
か
け
、
成
人
は

深
さ
約
5
c
m
、
小
児
は
胸
の
厚
さ
の
約
1
/
3
胸

が
沈
み
こ
む
よ
う
に
、
1
分
間
に
100
～
120
回
の
テ
ン

ポ
で
強
く
速
く
胸
を
押
し
ま
す
。

④
到
着
し
た
A
E
D
を
す
み
や
か
に
装
着

⑤
電
源
を
入
れ
る

⑥
除
細
動
パ
ッ
ド
を
貼
る

「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

体
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
」

⑦
「
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
」
を
押
す
。

訓
練
を
通
し
て
、
参
加
者
全
員
A
E
D
取
扱
方
法

を
習
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

野
木
沢
駅
環
境
整
備
委

員
会
（
委
員
長
：
二
瓶
光

正
）
で
は
長
寿
会
連
合
会
、

区
長
会
、
地
元
議
員
、
野

木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
等
が

中
心
に
な
っ
て
12

/
2

（
土
）
午
前
6
：
30
か
ら

第
2
回
目
の
野
木
沢
駅
敷

地
内
の
環
境
整
備
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

正
月
を
迎
え
整
え
ら
れ

た
環
境
で
駅
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ホ
ー
ム

の
清
掃
や
植
木
の
剪
定
、
線
路
脇
の
草
刈
、
除
草
を

行
い
ま
し
た
。

十
二
月
四
日
（
月
）
、
薄
葉
久
美
子
さ
ん
代
表
サ
ー

ク
ル
ひ
ま
わ
り
会
員

九
名
の
方
々
に
よ
る

自
治
セ
ン
タ
ー
館
内

の
各
部
屋
、
ト
イ
レ
、

和
室
、
ホ
ー
ル
な
ど

の
窓
拭
き
や
床
磨
き

を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

又
、
頑
固
な
汚
れ

の
溜
ま
り
易
い
、
調

理
室
の
食
器
棚
、
食

器
い
れ
、
鍋
、
炊
飯

器
等
隅
々
ま
で
拭
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
二
回
大
掃
除
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」
の
販
売
日

◆
1
月
11
日
（
木
）
栗
お
こ
わ
350
円
・
コ
ロ
ッ
ケ
200
円
・

白
菜
キ
ム
チ
200
円

◆
1
月
25
日
（
木
）
い
な
り
寿
司
350
円
・
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

 200
円
・
卵
焼
き
200
円
・
白
菜
漬
け

 200
円

※
お
申
し
込
み
先

二
瓶
元
子
：
0
8
0-

1
8
0
9-

0
1
3
8

カ
フ
ェ
コ
モ
ド
「
気
楽
に
」
だ
れ
で
も
立
ち
寄
れ
て
一
息

で
き
る

木
曜
日
、
金
曜
日
、
土
曜
日

週
3
日
間
11
時
か

ら
3
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

保 健 協 力 委 員 も 参 加

※

野

木

沢

地

区

防

災

合

同

訓

練

※

※

野

木

沢

駅

環

境

整

備

奉

仕

作

業

実

施

※
軌 道 敷 地 内 の 剪 定 作 業

※

野

木

沢

自

治

セ

ン

タ

ー

館

内

大

掃

除

※

A E D 取 扱 方 法 を 学 ぶ 参 加 者

ふ

じ

わ

ち

ゃ

ん

と

カ

フ

ェ

コ

モ

ド

地 区 消 防 団 員 も 参 加


